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「30 号」という名の一里塚 

人生には笑いと遊びが必要だ、そして時々、勉強もー。 

てなわけで２０２０年１２月に始めた、わずかＡ４版両面印刷の「おじさんズ通信」も、“カストリ雑誌”の

危険水域を乗り越え、思えば遠くに来たような、そうでもないような３０号の一里塚に到着しました。 

継続の力を生み出すミナモトは、読んでくださる皆様方の感想や激励です。３０号を機に、一区切りの幕を下

ろそうかとも考えましたが、朝起きて、窓から差し込むまばゆい光に目を細めるとき、「行けるところまで行こ

う」との活力が……そう、チャップリンが不幸を嘆き悲しむ女優に夜の窓辺でささやくあの言葉、「朝になれば

小鳥も歌うさ」という、あのセリフが浮かんできます。 

イエローサブマリンで新たな船出 

気持ちも新たに、３０号の冒頭写真は、先月号でも予告したストーンアートのお出ましです。 

 

 

 

 

 

 

 

冨浦の海岸で見つけた長さ約２０センチ重さ１．３Kgの潜水艦型ストーン。残念ながら、種類は分かりませ

んが、すぐに浮かんだデザインはビートルズの「イエローサブマリン」。ゆえに最初の乗組員は、コーラス部分

以外の歌詞を書いたジョン・レノンです。残る五人、分かるかな～。 

画材といえば万年筆と、眠っていたポスター・カラーにマジックインクなどで費用はゼロ。アートと呼ぶには、

少々雑なところもありますが、適当な架台・船台をつくって、市立図書館の「ちょこっとギャラリー」に出展し

ようと、心あそばせております。 
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「実を以て報いたい」とは 

アフガニスタンとパキスタンで 35年にわたり、病（やまい）や戦乱、そして干ばつに苦しむ人々に寄り添い

ながら多くの命を救い、生きる手助けをしてきた医師・中村哲さん。残念ながら２０１９年１２月、アフガニス

タン東部で何者かの凶弾に命を奪われました。 

その中村さんの足跡を伝えるドキュメント映画「荒野に希望の灯をともす 

～医師・中村哲 命の軌跡３５年～」を観てきました。医療現場での苦闘も

さることながら、大干ばつによる農業の崩壊、飢餓による多くの人々の死を

目の当たりにして、クナール大河からの用水路建設を決意。７年の歳月をか

け、自らも重機を操作して、ついに２５Kmの水路を完成させ、荒れ地を食

料を生み出す緑の大地に変貌させ、いまも６５万人のいのちを支えているといいます。 

映画の最後で中村さんが放った言葉、「実（じつ）を以て報いたい」なるフレーズが胸に刻みこまれました。

調べると、その前に「不条理を恨まず」がつくようです。「あいつが悪い、こいつがいけない、と文句を言わず、

真に人の為になる実を産み出す努力を」が私流の解釈。単純なようで奥の深い箴言です。 
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これが 
こう 

なりました 



薫風 烈風 

 の１ 

ん？ もう咲いちゃった 

庭で種から育てて二十数年。早くて五月下旬、例年

だと六月に咲く桃の木の花が、今年はゴールデンウイ

ーク中に満開になったから、まさに驚き、モモの木で

す。 

確かに、今年は桜前線の北上が早く、岡山生まれ登

別育ちの白桃もつられて開花したのでしょうが、その

割にまだ灯油ストーブのお世話になっているのです

から、やはり、なんかヘンな春です。 

 の２ 

ん？ 初めて見る野鳥だ 

今まで、見たことのない鳥がやってきたのも、我が

家の庭の春の“変”です。盛んに B級カメラのシャッ

ターを切り、何とかサマになったの

が、桃の花びらを入れたこの一枚。

以前にも、ツグミをヒヨドリと勘違

いして、ご指摘を受けたので、何と

かネットの写真と照合したのです

が、断定は難しいものです。 

結果、コムクドリ・・・らしい、

という結論に。北帰行の途中か、翌

日には、姿をみせませんでした。 

 の３ 

えっ！ こんな街中にまで？ 

５月１１日昼前、野鳥のエサ台にパンくずを置いて

いたら、現れました、キタキツネが。当地に引っ越し

てきて３０年近くになりますが、日中にこの住宅街周

辺で目撃したのは初めてです。 

夜間、出没していて目に触れないだけかもしれませ

んが、白昼堂々とは、これいかに。２，３メートル先

の道路の端を歩いてきて、あちらも一瞬立ち止まり、

こっちを向いて（なんか、用かい）といった表情を見

せ、すぐに立ち去りました。 

ザンネン！ スマホもカメラも家の中でした。 
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短歌の作者が判明したが 

これも先月号で触れた室蘭・マスイチ浜展望台のプ

レートに書かれた短歌の、その後の調査結果です。 

最後の望みーと、室蘭市役所の観光課にたずねたと

ころ、おおまかな来歴が判明しました。 

歌の作者は佐藤久芳さんという方で、ご本人の希望

を市が受け入れ、設置されたようです。癸卯（みずの

とう）と記された詠んだ年の下の、判読が難しい名前

は佐藤さんの雅号でしょう。 

ただ、役所の担当者の方が言うには、最初に設置さ

れたのは昭和３７年（１９６

２年）。今年と同じ６０年前

の癸卯とは１年のずれがあ

り、これも「？」。古くなっ

たため、平成２７年に修繕さ

れたとか。 

そして、歌の判読ですが、

親しくしている方がわざわざ室蘭の書家さんを訪ね、

読み解いてもらいました。それが、写真の赤字部分で

す。さすが専門家。ただ気になるのは「恋人」の次の

一文字です。今度は佐藤さんの歌集探しですかね。                   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

煙草をやめて２０年余。されど、なぜか捨てられな

いのが「キャバレーエーワン」の灰皿。シンプルなデ

ザインながら、港町ムロランの

ネオン街が喧噪につつまれた、

あの華やかなりし懐かしい時

代がよみがえってきます。いつ

か、創作の中に「チャバレー・

ビーワン」の別名で登場させよ

うかと思案橋です。 

エーワンの思い出がひとつ。輪西のアパート２階に

住んでいた厳冬期、水道が凍り、蛇口を開けたまま出

勤したら昼に、ご指名電話が。 

「オタクの部屋から水がしたたり落ちて、履物がグ

シャ濡れよ！」 

下の階に住むエーワン勤めのホステスさんでした。

あの時、弁償したのか、しなかったのか、忘れました

が、とうに時効ですなあ～。 

 

 

▶５月２日、久々に札幌「北の映像ミュージアム」

のサイトを開いてみて驚きました。２０２３年３月３

１日で解散します－との報告でした。理由はボランテ

ィアスタッフの高齢化と減少に加え、持続可能な展示

会場の確保ができず、運営継続を断念したとか。 

同じ２００万人都市で、年金の一部をつぎ込みなが

らも独り映像機材博物館の運営を続ける６０年来の

友、BIN山本がますます輝いて見える次第です。コト

の大小、性質は違えども「実を以て報いる」例証がこ

こにもあるような。それでは、皆さん、お元気で～。 


